
多良地区保護者説明会資料 
令和 8 年１０月２７日（火） 

太良町教育委員会 

 

１. 再編統合に係る動き 

 

  ①令和６年度 ２回の太良町教育環境整備検討委員会（委員２１名）実施  ≪８月に発足≫ 

      ・１０月１日～１１月１５日  太良町小・中学校の在り方に関するアンケート調査 

・アンケート調査の結果及び分析  

             

  ②令和７年度 ４回の太良町教育環境整備検討委員会（委員２１名）実施 

      ・視察研修（小城市立小中一貫校芦刈観瀾校、白石町立白石中学校） 

      ・「太良町立小・中学校の教育環境の整備に関する報告書」  （資料２）  

 

  ③令和８年度 太良町中学校再編統合検討委員会（委員１８名）発足 ≪６月に発足≫ 

     〇計７回の会議を予定 

      ・第１回 条件整理・判断基準軸づくり 

      ・第２回 設置場所の検討 

      ・第３回 統合後の学校像づくり 

      ・第４回 通学手段の具体化・跡地利用の方向性 

      ・第５回～第７回 ≪予定≫ 

報告書中間案提示 → 保護者・地域説明会 

          報告書最終調整  →  報告書提出    

 

  ④令和 ９年度          新しい中学校づくり準備委員会（仮称）設置 ≪予定≫ 

校舎設計 ≪予定≫ 

 

  ⑤令和１０年度～１１年度 校舎改築 ≪予定≫ 

 

  ⑥令和１２年度～        新中学校スタート ≪予定≫ 

 

 

 

 

 

太良町教育環境整備           太良町中学校再編統合           ご意見受付フォーム  

検討委員会 HP                検討委員会 HP               （Logo フォーム） 

・会議録（計６回分）          ・会議録（第１回～第３回） 

・アンケート結果及び分析      ・大浦小中学校保護者説明会資料 

・報告書 

資料１ 



２．これまでの協議内容 

 

 ６月２４日 第１回太良町中学校再編統合検討委員会 

        〇 条件整理・判断基準軸づくり 

         ・検討項目及び今後のスケジュールについて確認・承認 

         ・設置場所の検討資料について（第２回で活用）  （資料３と資料４） 

 

７月２２日 多良中学校・大浦中学校の学校施設見学 

        ・設置場所の検討にあたっての学校長説明及び校舎見学 

 

７月２８日 第２回太良町中学校再編統合検討委員会 

        〇設置場所の検討  （資料３と資料４） 

（比較検討項目） ６観点１３評価項目の内訳 

           【観点】施設         【評価項目】敷地等の規模・施設の築年数 

           【観点】安全         【評価項目】ハザードマップ・通学の安全性 

           【観点】立地・地域性  【評価項目】学校周辺環境 

           【観点】通学手段     【評価項目】路線バス・JR・スクールバス 

           【観点】教育環境     【評価項目】生徒数・部活動環境 

           【観点】財政         【評価項目】校舎改修費概算・通学費概算・維持管理費 

・４つのグループに分かれて検討  →  委員会としての方向性確定 

          【全員合意】 多良中学校に機能を集約する。 

       （評価）   （資料５） 

・多良中の良さ  通学等の安全性や通学手段、通学費用などの財政面でも優れている。 

また、近くに公共施設が多く、緊急時の対応や利便性に優れている。 

・大浦中の良さ  敷地等の規模や自然環境の面では大浦中学校が優れている。 

 

８月２８日 第３回太良町中学校再編統合検討委員会 

         〇統合後の学校像づくり 

  ・どのような学校ビジョンのもとどのような学校を目指していくかその骨格について協議。 

≪学校ビジョンの土台となるキーワード≫ 

「人とのつながり」「ふるさと（郷土）を愛する、誇りに思う」など。 

 ○よりよい教育環境を実現するための条件整備について（校舎改築） 

・学校像に基づき、どのような教育環境が求められるか、その条件について協議。 

           ≪学校施設の建て替えを前提に、施設コンセプトに基づいた必要教室等を説明≫ 

 

９月３０日 第４回太良町中学校再編統合検討委員会 

        〇通学手段の具体化 

         ・統合後の各地区の通学手段の整理及び今後の課題について協議。 



         ≪路線バスについての意見≫ 

・必要に応じて増便などの交渉をして欲しい。 

         ≪JR についての意見≫ 

         ・JR と自転車をうまく活用できれば、JR での通学も良いかもしれない。 

         ≪スクールバスについての意見≫ 

         ・小学校とも隣接しているため、安全の配慮（危険がない動線等）を考えて欲しい。 

         ・スクールバスの運転手の雇用基準をしっかりと設けて欲しい。 

         ・急な時間変更にも対応できるようなスクールバスの体制を検討して欲しい。 

         ≪その他の意見≫ 

         ・自転車も１つの通学手段として良いのではないか。 

         ・公共交通機関を使うことも１つの勉強になるし、子どもたちには出来るだけ歩かせたい。 

         ・公共交通機関のみの利用でも良いかもしれない。 

         今回出た意見をもとに新しい中学校づくり準備委員会（仮称）で具体化予定。また、通学 

手段に関するアンケート調査を大浦地区の小学１年生から５年生の保護者を対象に実施 

予定。 

         〇跡地利用の方向性について 

          ・大浦中学校敷地を今後どう利活用したらよいか、その骨格について協議。地域住民や関 

係各種団体を含め、将来のまちづくり等を踏まえながら適正な時期に検討予定。 

３.最後に 

 教育は未来を担う子どもたちのための大切な基盤です。より良い教育環境の実現に向けて、全力で取

り組んでまいります。統合にあたっては、地域や保護者の皆様のご意見が不可欠ですので、皆様のご理

解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 


